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馬 鈴 薯 の種 い もの 生 産

茶味においてはかなり以前から馬鈴智の確V.射出ヒ海

道から移入されて去り､近年は北海道のほかに長崎県そ

の他からの移入に依存しております｡

馬鈴磐の食間としての需質も急激にふえ､地元での栽

培面積の増/mにもかかわらず､食r口としての輸入V,もが

相当市場をにぎわせている現状からみて､その栽培はま

すます盛んになるものと思われます｡

罵鈴L#.'*冷涼な気候を好む借物なので､秋から春にか

けてfT風の親告の少い比較的安全な時期に栽培され､換

金度も高い有fLJな借物であるが､梓いもの生虐地が遠隔

であることや､他の種苗類とちが って東くてかさばるの

で輸送費がかさみ､農家の手に渡るころには､かなりの

秤V,も代 (107-ル当りの硬いも代大体1_9弗)とな

るのがなやみとなっています.

1958年と1959年には､種いもの輸入が34,000

ケ-スを突放してお りますので､その価格は1_3万弗を

越してV'るものと思われます｡そこで ドル流出を防ぐじ

からも又農家の負担を軽減する意味でも琉球内で種いも

の｢I給ができないものか､とvlう問題がおきてくるわけ

であります｡

稚いもは無病強健のものであることと､植付適期に植

村適令に連しているものであることが絶対,と＼賀な条件で

あります｡それはウイルスというような薬剤消毒の効か

ない病気や人-j)では変えることの困難な休眠期間の間越

があるからでありまして､日給の可否はこの二つJ)条件

を満たし得るか否かできまるかけであります｡

無 病 種 い も の 生 産

馬鈴磐にはウイルス病をはじめJ多くの病J,考があり､そ

の防除に軽関心ではよV'成績を期待することのできない

のは勿論であります｡F7本では摘物防倭法によって稚V,

もの国営検査が雌車に行われており､又簡V,ものもとに

なる無病強健な種いもを生産供給するために固剖京 揮々

農場があって､ここで年覆された秤いもが頃博圃場を経

て探笹圃場に供給する仕組にな って怠りますO

稀いもの検査は植付前に伯付予定の稚V,もや植付予定

地の換香､生育中の圃場険杏､掘願後の牡産物の検香等

-･質した検疫が行われますOそして最柊に合格証票を添

付して一･般農家に送bLLE!.されます｡

馬鈴磐の病LLS芋のうち最もおそれられてV,るのはウイル

ス病であr)ますが､それは7プラムシの媒介によって伝

熱すると知らかておりますO従 って探博樹場としてはア

ブラムシのいたV,ところ､又は繁地の少い所がよV'わけ

であります｡

アブラムシは笥温26oC､湿藍50,cc'が4:.青に最滴

で､20PC j二日-■の-Lifl'脱ではその繁雌がおさえられるとい

われてお りますOそのために一･舷に席冷地のような虚腔

が低 く濃彩がかかって湿気の多V,所や海岸などのように

渦度が高V,か､父は海風の蛾V,場所では繁殖少くウイル

スの伝播も少いので適地とされております｡

もし琉球列島内にこのような適地(栽培時期だけでも)

使いもFl灘､の1-両は解決されることになりますo

適 令 い も の 生 産

鵜鈴背は収穫によって親株から離れて､はじめの数 r.

riは(イく眠期間とV,って湿りや温度を与･えてjl:の出やすい

状皆においても餅は勅V.てこないが､この,LtJI間がすぎて

休眠があけると秘端な乾燥や低温でなvl限り朋月してき

ますO従って種いもとしてはその L他の植付適期胸には

イ州比があけて朋舛する状態になってV'るものでなけJLは

なり史せんりこの適肌 こ適令いもの供給がスムーズに行

われれば稀V,もの日給はt摘巨となるわけであります｡

硯任琉球では10月から3月まで長期にia-って植付ら

れ､11丈機も1月から6月にかけで l!･･ヶ年も行われており

ます｡l月に佳直された種V,もを3月植えに､6月tE･-.症

の粍いもを秋作､冬作にというようにすることは品陣や

姥j,成法その他の問題があるにしても割合容易に解決でき

るのではないかと思われます｡

過分V'もの年.産の研究完成と鎌癖種V,も年産をuざす
検疫制度の実施によって､無病適令いもの日給rlh来るH

TL,期待するものでありますO (島 袋 正 雄)
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